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このたびはトヨタ純正ウィンドゥガードをお買い上げいただきありがとうございました。
本書はウィンドゥガードの取り付け要領について記載してあります。取り付け前に必ずお読みいただき、
正しい取り付けを行ってください。

品 番 66063-V3010

ウィンドゥガードバーセット

品　　名 品　　番No. 個数

ウィンドゥガードバーA 62897-V3010

62897-26060

90159-60587

ウィンドゥガードバーB

1

1

1

スクリュー 4

2

3

1

3

2

取り付けに必要な工具等

車両部品の取りはずしに際しては、タッピング・スクリューやボルト、ナット類を紛失しないよう部品毎
に整理し、復元作業時に間違いのないよう配慮してください。また、車両および取りはずした部品に傷を
付けないよう取り扱いには充分注意してください。

⑶
下回り作業中は安全に配慮し、エンジン始動および乗車は絶対しないでください。⑵
車両を水平な場所に停車してパーキングブレーキを引き、輪留めを確実に行ってください。⑴

・一般工具・電動ドリル・ドリルφ3、φ6・ニッパー・万能バサミ・ヤスリ

取り付け上の注意事項

………注意事項を守らないと事故につながったり、ケガをしたりする等の恐れがあることを記載しています

………注意事項を守らないと車両や装備品が破損する等の恐れがあることを記載しています

………スピーディーに作業していただく上で知っておいていただきたいことを記載しています

この要領書では安全な作業をしていただく為、特にお守りいただきたいことを次のマークで表示しています

構成部品

品　　番

取付要領書
ウィンドゥガード
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ウィンドゥガードバーB
ウィンドゥガードバーA

Fron
t

TY-JE-001

ウィンドゥガードバーの取り付け

取付概要

Front

樹脂小カバー

ツメ

樹脂カバー

ガイド

TY-JE-A01

フリーストップバックドア LH の取りはずし
1.	ツメ（2箇所）の篏合をはずし、樹脂小カバーを
取りはずす。

Front

樹脂クリップ

TY-JE-A02

2.	樹脂クリップを取りはずす。
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樹脂カバーの加工
1.	取りはずした樹脂カバーに図の寸法に従い、	
ケガキ針でマーキングする。（6箇所）

3.	クリップ（4箇所）の篏合をはずし、樹脂カバー
を取りはずす。

4.	図の順番に従い、ソケットを取りはずす。

5.	ボルト（3箇所）を取りはずす。
6.	クリップを取りはずす。
7.	フリーストップバックドアユニット Sub Assy 
LH を取りはずす。

Front

樹脂カバー

クリップ×4

TY-JE-A02

❶❷

ソケットバックドア

<ドア開状態>

Front

ソケット フリーストップ
バックドアユニット
Sub Assy LH

TY-JE-A04

Front

フリーストップ
バックドアユニット
Sub Assy LH

ボルト×3

クリップ

TY-JE-A05

樹脂カバー

ケガキ線

4㎜

4㎜

7㎜
間隔

4㎜

ケガキ針

穴開け箇所（φ6）×6

マーキング×6

TY-JE-A06
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ウィンドゥガードバー A（LH 側）の取り付け
1.	ボデー面のシール（2箇所）を剥がす。

2.	ドリル（φ 3、φ 6） にストッパー（マスキン
グテープ等） をセットする。

3.	樹脂カバーのマーキング（6箇所）に、電動	
ドリルでφ 3 →φ 6 の順番で穴を開ける。

4.	加工穴をニッパーもしくは万能バサミで	
カットする。

5.	ケガキ線に沿って万能バサミでカットする。

6.	加工部のバリ（斜線部）をヤスリでケガキ線
まで取り除き、形状を整える。

Front

シール

シール×2 剥がす

T-MHBF-A01

ケガキ線

マーキング×6

10mm

マスキング
テープ等

樹脂カバー

TY-JE-A19

ケガキ線

ケガキ線

ヤスリ

樹脂カバー

TY-JE-A21

万能バサミを使用する際は、必ずケブラ手袋
を着用してください。

注意

ドリルを使用する際は、保護メガネ等を使用
してください。

注意

ケガキ線を越えて穴を開けてしまうと、ウィ
ンドゥガードとの隙が広くなってしまう為、
必ずケガキ線内で穴開けしてください。

注意

万能バサミ

加工穴

樹脂カバー

ニッパー

ケガキ線

TY-JE-A20
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2.	図に示す、ウィンドゥガードバーA（LH側）	
先端裏側の取付方向マークを確認し、ウィンドゥ
ガードバーをスクリュー（2本）でボデー面に取
り付ける。

スクリュー×2 スクリュー

 取付方向マーク

 ＜裏側＞

 ＜側面＞

ウィンドゥガードバー

ウィンドゥガードバーA

ウィンドゥガードバーB

Front

T-MHBF-A02

Front
ボルト×3
T=18.0（12.6～23.4）N・m

クリップ

フリーストップ
バックドアユニット
Sub Assy LH

TY-JE-A10

❶
❷

ソケットバックドア

<ドア開状態>

Front

ソケット フリーストップ
バックドアユニット
Sub Assy LH

TY-JE-A11

1.	ボルト（3本）及びクリップでフリーストップ
バックドアユニット Sub Assy LH を固定する。

フリーストップバックドアユニット 
Sub Assy の復元

2.	図の順番に従い、ソケットを取り付ける。

ウィンドゥガードバー B（RH 側）の取り付け
1.	同様の作業でウィンドゥガードバーB（RH側）
を取り付ける。

取付方向マークは車両の前方向を示していま
す。

図中の締め付けトルクで締め付けてください。

注意

Front

樹脂カバー

クリップ×4

TY-JE-A12

3.	クリップ（4箇所）を嵌合し、樹脂カバーを	
取り付ける。
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Front

樹脂クリップ

TY-JE-A13

Front

樹脂小カバー

樹脂カバー

ツメ

ガイド

TY-JE-A14

5.	樹脂小カバーのガイドを樹脂カバーに差し込む。
6.	樹脂小カバーのツメ（2箇所）を樹脂カバーに	
篏合させ、取り付ける。

4.	樹脂クリップを取り付ける。
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１.	 各ウィンドゥガードバーが、正しい向きで取り付けられている事を確認してください。
２.	 スクリューが、確実に締め付けられている事を確認してください。
３.	 ソケットがきちんと取り付けられているかを確認してください。
４.	 樹脂カバー・樹脂小カバーにガタツキが無いかを確認してください。
５.	 中間ストッパの作動確認をしてください。

取り付け完了後の点検

必ずお客様に操作要領を説明してください。

取り付け店殿へのお願い


